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本誌の投込みを持って解禁

お問い合せ先 ： 国土交通省 北陸地方整備局 長岡国道事務所
[電話] ０２５８－３６－４５５１（代表） 副所長（管理） 佐藤 富穂
[ＦＡＸ]  ０２５８－３３－７５６６

ふるさとの ぬくもり伝える 道づくり

長岡国道事務所
〒940-8512  長岡市中沢４－４３０－１
http://www.hrr.mlit.go.jp/chokoku/index.html

～長岡都市圏の異常降雪に備える～

「情報連絡本部」設立

・今冬より、異常降雪や地吹雪等による非常事態には長岡都市圏を中心とす
るエリアを対象に、関係する道路管理者、交通管理者から構成する「情報連絡
本部」を設立します。

・「情報連絡本部」は、各構成機関の要員が長岡国道事務所に集結し、幹線道
路の通行止めなどの重大な交通障害を回避するため、情報収集・協議調整を
行い、除雪作業、広報などに連携した対応を実施するものです。

・そのため、下記のとおり、構成機関による設立会議を開催します。

【会議名】 長岡圏域冬期道路交通確保連携会議（設立会議）

【日 時】 平成２４年１１月２１日（水） １０：００～

【場 所】 長岡国道事務所 ４Ｆ大会議室

【構成機関】

長岡警察署・見附警察署・小千谷警察署・高速道路交通警察隊

長岡地域振興局・長岡市・見附市・小千谷市

東日本高速道路(株)長岡管理事務所・長岡国道事務所

［当日の取材について］
取材は、冒頭の長岡国道事務所長挨拶までとさせていただきます。



除雪作業の説明

資料－１

（案） 

 

（1）情報連絡本部とは 

 大雪により幹線道路等で除雪障害の発生、交通事故の頻発、大規模な交通渋滞等が懸念された

場合に、国土交通省、新潟県、長岡市、見附市、小千谷市、東日本高速道路株式会社、長岡警察

署、見附警察署、小千谷警察署、高速道路交通警察隊の各機関が連携して道路交通の確保を図る

ために設置する機関である。 

 

（2）情報連絡本部の役割 

①交通事故・渋滞・交通規制・除雪

状況等の情報の一元的収集・共有 

協議に必要な交通事故や渋滞、通行止め、除雪状況、気

象情報などの各種情報を一元的に収集し、共有する 

 

②除雪作業や事故処理作業、迂回経

路設定作業の協議・調整 

集めた情報をもとに、除雪、事故処理、迂回経路設定な

どについて協議、調整を図る。 

 

③ドライバー、住民への各種情報の

提供 

情報連絡本部が収集した交通事故や渋滞、通行止め、迂

回経路の情報等を、報道機関等を通じてドライバーや地

域住民へ提供する。 

 

（3）情報連絡本部の体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報連絡本部の目的と役割 

カメラ情報 

(各機関) 

除雪情報 

(道路管理者) 

その他の情報 

(各機関) 

ＶＩＣＳの情報 

(新潟県警) 

現場作業 現場作業 現場作業 現場作業 

ドライバー 

地域住民 

情報の提供 情報の一元的収集・共有・調整・協議 

情報連絡本部※ 

国土交通省 新潟県 新潟市 東日本高速道路(株) 新潟県警察本部 

現場作業 

各機関から現場へ作業指示 

各関係機関：国土交通省長岡国道事務所、新潟県長岡地域振興局、長岡市、見附市、小千谷市、東日本高速

道路㈱長岡管理事務所、長岡警察署、見附警察署、小千谷警察署、高速道路交通警察隊 

 

各関係機関：国土交通省長岡国道事務所、新潟県長岡地域振興局、長岡市、見附市、小千谷市、東日本高速

道路㈱長岡管理事務所、長岡警察署、見附警察署、小千谷警察署、高速道路交通警察隊 

 

※長岡国道事務所に開設 



除雪作業の説明

資料－２

対象エリア（案） 対象エリアには、重点的に除雪を実施する路線や大雪にも優先的に交通機能の確保を
目指す路線として、冬みち交通確保ネットワーク（案）を設定します


